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一般社団法人情報通信技術委員会　代表理事会長　原島　博

原島博講義録シリーズ「俯瞰する知」全十巻

新刊書紹介

この場を借りて、個人的な宣伝をすることをお許し
ください。

実はこの歳になって、無謀にもこれからシリーズで
10 冊の本を新規書下ろしで出版することになってし
まいました。この４月下旬から順次刊行されます。題
して、
『原島博講義録シリーズ「俯瞰する知」』
全十巻で工作舎刊です。一般向けの縦書きの本で、

ほとんど数式はありません。
全十巻の内容は、それぞれ情報の歴史（巻１）、宇

宙 138 億年（巻２）、哲学と宗教（巻３）、人の一生
（巻４）、科学技術（巻５）、歴史（巻６）、日本（巻
７）、文化（巻８）、人の顔（巻９）、そして俯瞰知（巻
10）です。全巻完結するまで数年かかりますので、
そのとき原島は八十路をはるかに超えています。未完
になることを本気で心配しています。

なぜこのように自分の首を絞めるようなことになっ
たのでしょうか。原島は 2009 年に大学を定年退職
しましたが、その後思うところがあって、2011 年
の東日本大震災の直後から私塾を毎月開いてきまし
た。塾と言っても学習塾ではありません。一般の方を
対象とした個人講演会です。ゲストを呼ばずに、勝手
に一人で 90 分から２時間話してきました。その後に
質疑応答を１時間近くおこないました。

そこでは専門の話は避けて、そのときに個人的に興
味をもったことをテーマとしました。非専門家目線
で広く浅く話すことを心掛けました。その塾はいま
150 回を超えていますから、結果として上で紹介し
たように広い分野を俯瞰することになってしまいまし
た。

そして 2020 年からのコロナのときに、時間がたっ
ぷりできたので、暇つぶしに少しずつ塾で話した内容
を文章にしたのがこの講義録シリーズです。講義録で
すが、録音からの文字起こしはせずに、もう一度講演
するつもりで新規に書き下ろしています。

シリーズ全体のタイトルは『俯瞰する知』と名付け
ました。この俯瞰には特別の意味があります。現役時

代は井戸の中にいた蛙が、定年後に井戸から外にでて
大海を俯瞰したときに何が見えたのか、それを話すこ
とをこころがけました。いわば個人の知としての俯瞰
知です。あくまで個人的に見えた知の風景です。

ということで、まずはこの４月下旬に、その最初の
巻として、巻１『情報の時代を見わたす』を出版します。
内容は技術ではなくて、いまの情報革命をやや大げさ
に言えば人類の文明の歴史に位置づけることを試みま
した。原島は長いこと大学にいましたが、そこではほ
とんど情報の歴史について教えていません。それでは
いけないのではないか。歴史を知らなければ未来を語
れないのではないかという気持ちで執筆しました。

この巻は情報の最先端で頑張っている皆さん向けで
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す。そしてできれば、それに続く巻２以降もぜひお読
みになっていただければと思います。すぐには役に立
たないかもしれませんが、そこに知の旅の醍醐味があ
ります。人生が楽しくなります。定年になるとそれが
よくわかります。 

（「俯瞰する知」Web サイト：
https://www.kousakusha.co.jp/DTL/harashima.
html）

「俯瞰する知　原島博講義録シリーズ」
全 10 巻　著者　原島 博　発行：工作舎　

『巻１ 情報の時代を見わたす』
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